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(57)【要約】
【課題】ホワイトバランス調整に際し、色の階調とびが
発生しないようにすることができるカラー液晶表示装置
を提供する。
【解決手段】周知の液晶パネルの構成にＷＢ調整用ＴＦ
Ｔ１７、このＷＢ調整用ＴＦＴ１７を駆動するためのＷ
Ｂ調整ライン１６を設ける。これによると、各ＷＢ調整
ライン１６に入力するパルス状の電圧のパルス幅を調整
することで、当該調整したパルス幅に応じて表示すべき
色の最大明るさをあらかじめ決めることができ、画像の
ホワイトバランス調整を行うことができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のゲートライン（１１）と複数のソースライン（１２）とがマトリックス状に配置さ
れ、前記ゲートライン（１１）および前記ソースライン（１２）によって囲まれた一区画
ごとに薄膜トランジスタ（１３）と画素電極（１４）とが設けられ、前記各ゲートライン
（１１）の間に前記ゲートライン（１１）に沿って延びる保持電極（１５）を備えた液晶
パネル（１０）を有し、
　前記各薄膜トランジスタ（１３）のゲート電極（１３ａ）は前記ゲートライン（１１）
に、ソース電極（１３ｂ）は前記ソースライン（１２）に、ドレイン電極（１３ｃ）は前
記画素電極（１４）に接続され、
　前記画素電極（１４）と前記保持電極（１５）との間に絶縁層が挟まれることによって
保持容量（Ｃｓ）が構成され、前記保持電極（１５）に印加される保持電圧（Ｖｃｓ）が
前記保持容量（Ｃｓ）に印加されるようになっており、
　画像表示を行うための表示電圧が前記ゲートライン（１１）に入力されることによって
前記薄膜トランジスタ（１３）がオンし、前記ソースライン（１２）に入力された画像を
示す画像電圧が前記ソース電極（１３ｂ）を介して前記ドレイン電極（１３ｃ）に印加さ
れ、このドレイン電極（１３ｃ）に接続された前記画素電極（１４）と前記対向電極との
間に配置された前記液晶に前記画像電圧に基づく電圧が印加されることで前記液晶パネル
（１０）に画像表示が行われるカラー液晶表示装置において、
　前記液晶パネル（１０）は、
　前記ゲートライン（１１）と前記保持電極（１５）との間にそれぞれ設けられたホワイ
トバランス調整ライン（１６）と、
　前記一区画それぞれに設けられ、前記液晶パネル（１０）のホワイトバランスの調整を
行うためのホワイトバランス調整用薄膜トランジスタ（１７）とを有し、
　前記ホワイトバランス調整用薄膜トランジスタ（１７）のゲート電極は前記ホワイトバ
ランス調整ライン（１６）に、ソース電極は前記画素電極（１４）に、ドレイン電極は前
記保持電極（１５）にそれぞれ接続されており、
　ホワイトバランス調整を行うための調整電圧が前記ホワイトバランス調整ライン（１６
）に入力される場合、前記ホワイトバランス調整用薄膜トランジスタ（１７）がオンし、
前記保持電極（１５）を介して前記保持容量（Ｃｓ）に印加されていた前記保持電圧（Ｖ
ｃｓ）が前記ホワイトバランス調整用薄膜トランジスタ（１７）を介して前記画素電極（
１４）に入力され、前記保持電極（１５）と前記画素電極（１４）とが同電位とされる間
、前記液晶パネル（１０）に黒い画像が表示されるようになっていることを特徴とするカ
ラー液晶表示装置。
【請求項２】
前記調整電圧は、ホワイトバランス調整ライン駆動部（５０）にて生成され、前記ホワイ
トバランス調整ライン駆動部（５０）から前記液晶パネル（１０）の前記各ホワイトバラ
ンス調整ライン（１６）にそれぞれ入力されるようになっていることを特徴とする請求項
１に記載のカラー液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、色の階調とびが発生しないようにホワイトバランス調整を行うことができる
カラー液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ホワイトバランス調整を自由に設定可能にしたカラー液晶表示装置が、例え
ば特許文献１で提案されている。具体的に、特許文献１では、光源と、液晶セルと、カラ
ーフィルタとを備え、液晶セルの赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の各色のカラーフィルタ
の面積比率を変化させて形成することで、バックライトやカラーフィルタの分光特性に応
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じて液晶セルの開口比率を選択可能としたカラー液晶表示装置が提案されている。
【０００３】
　しかしながら、各色のカラーフィルタの面積比を変更する必要があるため、製品の材料
や材質等の違いが生じるロット間において、カラー液晶表示装置ごとに面積比のばらつき
が生じてしまう。すなわち、１つの装置におけるホワイトバランス調整に問題がなくても
、多数の装置における面積比を相互に補正することができない。このため、ロット間にお
いて装置ごとに同じホワイトバランスを実現することが困難であった。
【０００４】
　そこで、デジタル信号処理としてＬＵＴを用いた手法が一般的に採用されている。これ
によると、装置ごとにＬＵＴの設定を変更して装置間のばらつきを補正することで、ロッ
ト間において装置ごとに同じホワイトバランスを実現することが可能となっている。
【特許文献１】特開平８－８４３４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の技術では、ＬＵＴを用いたデジタル信号処理を行っているた
め、階調とびが発生してしまう。具体的には、信号をアナログ処理する場合、一定の割合
で連続して色の階調を変化させることができる一方、信号をデジタル処理する場合、信号
を整数値として取り扱うために当該整数値がしきい値を超えなければ色の階調が変化せず
に同じ階調の色が表示されてしまう。そして、当該整数値がしきい値を超えると階調の変
化が起こるため、階調が変化しない場合が生じ、これが階調とびとなってしまう。
【０００６】
　例えば、青（Ｂ）は階調が変化せずに赤（Ｒ）および緑（Ｇ）の階調が変化するとなる
と、青（Ｂ）の色は階調が変化しないが、赤（Ｒ）と緑（Ｇ）の各色は階調が変化するた
め、画面には赤（Ｒ）および緑（Ｇ）が強く表示されることとなる。このように、デジタ
ル信号処理によって色の階調とびが発生してしまい、画面に色付きが生じてしまうという
問題があった。
【０００７】
　本発明は、上記点に鑑み、ホワイトバランス調整に際し、色の階調とびが発生しないよ
うにすることができるカラー液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明において、液晶パネル（１０）は、ゲートライン（１
１）と保持電極（１５）との間にそれぞれ設けられたホワイトバランス調整ライン（１６
）と、ゲートライン（１１）およびソースライン（１２）によって囲まれた一区画それぞ
れに設けられ、液晶パネル（１０）のホワイトバランスの調整を行うためのホワイトバラ
ンス調整用薄膜トランジスタ（１７）とを有し、ホワイトバランス調整用薄膜トランジス
タ（１７）のゲート電極はホワイトバランス調整ライン（１６）に、ソース電極は画素電
極（１４）に、ドレイン電極は保持電極（１５）にそれぞれ接続されており、ホワイトバ
ランス調整を行うための調整電圧がホワイトバランス調整ライン（１６）に入力される場
合、ホワイトバランス調整用薄膜トランジスタ（１７）がオンし、保持電極（１５）を介
して保持容量（Ｃｓ）に印加されていた保持電圧（Ｖｃｓ）がホワイトバランス調整用薄
膜トランジスタ（１７）を介して画素電極（１４）に入力され、保持電極（１５）と画素
電極（１４）とが同電位とされる間、液晶パネル（１０）に黒い画像が表示されるように
なっていることを特徴とする。
【０００９】
　これによると、ホワイトバランス調整用薄膜トランジスタ（１７）をオンすることで、
液晶パネル（１０）に黒い画像を表示させることができる。この場合、ホワイトバランス
調整用薄膜トランジスタ（１７）をオンさせる時間を調整することで、黒い画像を表示す
る時間を調整することができる。このように、ホワイトバランス調整用薄膜トランジスタ
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（１３）を駆動することによって、デジタル信号処理を行わずに、ＲＧＢの光量調整（ホ
ワイトバランス調整）を行うことができる。このようにして、色の階調とびを発生させず
に色を表示させることができる。
【００１０】
　調整電圧は、ホワイトバランス調整ライン駆動部（５０）にて生成され、ホワイトバラ
ンス調整ライン駆動部（５０）から液晶パネル（１０）の各ホワイトバランス調整ライン
（１６）にそれぞれ入力されるようにすることもできる。
【００１１】
　なお、上記各手段の括弧内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的手段との対応関
係を示すものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について図に基づいて説明する。なお、以下の各実施形態相互
において、互いに同一もしくは均等である部分には、図中、同一符号を付してある。
【００１３】
　（第１実施形態）
　以下、本発明の第１実施形態について図を参照して説明する。本実施形態で示されるカ
ラー液晶表示装置は、画像を表示するものとして広く利用されるものである。
【００１４】
　図１は、本発明の第１実施形態に係るカラー液晶表示装置のブロック図である。この図
に示されるように、カラー液晶表示装置は、液晶パネル１０と、バックライトユニット２
０と、ゲートドライバ３０と、ソースドライバ４０と、ホワイトバランス調整ライン駆動
部５０（以下、ＷＢ調整ライン駆動部という）とを備えて構成されている。
【００１５】
　液晶パネル１０は、画像が表示されるものであり、２枚のガラス板の間に液晶を注入し
て素子パターン、すなわち配線にて区間されたドット（画素）が形成され、この各画素が
薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）で制御されて画像表示がなされる画像表示装置である。液晶
パネル１０の構成については後で詳しく述べる。
【００１６】
　バックライトユニット２０は、光源を有しており、当該光源から発せられた光を液晶パ
ネル１０に照射するものである。このバックライトユニット２０はカラー液晶表示装置に
電源が入れられると動作し、バックライトユニット２０から発せられた光が液晶パネル１
０に照射される。そして、液晶パネル１０を透過した光によって液晶パネル１０に画像表
示がなされるようになっている。
【００１７】
　ゲートドライバ３０は、パルス状の電圧信号に基づいて各ＴＦＴのゲートをオン／オフ
駆動するものである。また、ソースドライバ４０は、オンしたＴＦＴを通じて液晶に電圧
を印加するものである。このソースドライバ４０によって液晶に印加される電圧に応じて
液晶の透過率が調整される。
【００１８】
　ＷＢ調整ライン駆動部５０は、液晶パネル１０に設けられたホワイトバランス調整ライ
ン（以下、ＷＢ調整ラインという）にパルス状の電圧信号を入力し、液晶パネル１０に表
示される画像に黒い画像を挿入して画像のホワイトバランスを調整するものである。
【００１９】
　ゲートドライバ３０、ソースドライバ４０、およびＷＢ調整ライン駆動部５０は、外部
の回路等と電気的に接続された状態とされ、外部の回路等から画像の信号が入力されるよ
うになっている。以上が、カラー液晶表示装置の全体構成である。
【００２０】
　次に、本実施形態に係る液晶パネル１０について、図２および図３を参照して説明する
。図２は、液晶パネル１０の平面図である。また、図３は、液晶パネル１０の等価回路図
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である。
【００２１】
　一般的に、液晶パネル１０は２枚のガラス基板に挟まれた構成となっている。そして、
一方のガラス基板には、図２に示されるように、一方向（図面左右方向）に延びるゲート
ライン１１と、このゲートライン１１に垂直方向（図面上下方向）に延びるソースライン
１２とが配置されている。すなわち、各ゲートライン１１と各ソースライン１２とはマト
リックス状に配置されている。各ゲートライン１１にはゲートドライバ３０から画像表示
を行うための表示電圧が入力され、各ソースライン１２にはソースドライバ４０から画像
表示を行うための表示電圧が入力される。そして、これらゲートライン１１とソースライ
ン１２とが交差する角部に薄膜トランジスタ１３（以下、ＴＦＴという）が設けられてい
る。
【００２２】
　ＴＦＴ１３は、ゲートライン１１に接続されるゲート電極１３ａと、ソースライン１２
から延びるソース電極１３ｂと、図示しない対向電極との間に液晶部分を挟む画素電極１
４に接続されるドレイン電極１３ｃとによって構成されている。また、ゲートライン１１
間に当該ゲートライン１１に沿って延びる保持電極１５が設けられている。この保持電極
１５には、保持電位Ｖｃｓが印加されるようになっている。
【００２３】
　上記ゲートライン１１およびソースライン１２で囲まれた一区画が一色を表示する部分
となる。すなわち、図２に示されるように当該一区画が赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の
三色分、つまり三区画並べられたものが一画素として構成される。
【００２４】
　さらに、本実施形態では、ゲートライン１１と保持電極１５のラインとの間に、保持電
極１５に平行にＷＢ調整ライン１６が設けられている。このＷＢ調整ライン１６には、Ｗ
Ｂ調整ライン駆動部５０からホワイトバランス調整を行うため、すなわちホワイトバラン
ス調整用薄膜トランジスタ１７（以下、ＷＢ調整用ＴＦＴという）をオンするための調整
電圧が入力される。
【００２５】
　そして、各区画内であって、ＷＢ調整ライン１６とソースライン１２との交差点付近に
、画像のホワイトバランスを調整するためのＷＢ調整用ＴＦＴ１７が設けられている。Ｗ
Ｂ調整用ＴＦＴ１７の構造は、上記ＴＦＴ１３と同じ構造である。
【００２６】
　他方のガラス基板には、透明電極として対向電極、カラーフィルタ、偏光板等が設けら
れている。そして、各ガラス基板の間にスペーサが配置されると共に液晶が充填されて液
晶パネル１０が構成され、対向電極と画素電極１４との間に電圧が印加されることで液晶
の傾きが調整されるようになっている。
【００２７】
　上記液晶パネル１０の等価回路を図３に示す。この図に示されるように、赤（Ｒ）に対
応したゲートラインＶｇ＿ｒ１、緑（Ｇ）に対応したゲートラインＶｇ＿ｇ１、青（Ｂ）
に対応したゲートラインＶｇ＿ｂ１が設けられ、これらがゲートラインＶｇ＿ｂ４８０ま
で繰り返し配置されており、これらに垂直にソースラインＶｓ＿１、Ｖｓ－２、・・・、
Ｖｓ＿８００が配置されている。
【００２８】
　そして、各区画に配置された液晶に電圧を印加するための各ＴＦＴ１３のゲートがそれ
ぞれゲートライン１１に接続されている。また、各ＴＦＴ１３のソースがそれぞれソース
ライン１２に接続され、ＴＦＴ１３のドレイン電極１３ｃに保持容量Ｃｓおよび液晶容量
Ｃｌｃが並列に接続されている。保持容量Ｃｓは、保持電極１５とＴＦＴ１３のドレイン
電極１３ｃとの間に絶縁層が挟まれることによって構成されるものである。また、液晶容
量Ｃｌｃは、画素電極１４と図示しない対向電極との間に液晶が挟まれることによって構
成されるものである。
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【００２９】
　保持容量Ｃｓは保持電極１５に印加される保持電圧Ｖｃｓに接続され、液晶容量Ｃｌｃ
は対向電極に印加される電位Ｖｃｏｍに接続されている。ここで、各保持容量Ｃｓ、Ｃｌ
ｓとＴＦＴ１３のドレイン電極１３ｃとの接続点の電位をＶｐとする。この電位Ｖｐは、
液晶に印加される電位に相当する。
【００３０】
　さらに、本実施形態では、上述のように、ＷＢ調整ライン１６がゲートライン１１の間
、例えば、Ｖｇ＿ｂ１とＶｇ＿ｒ１との間にＶｗ＿ｒ１、Ｖｇ＿ｒ１とＶｇ＿ｇ１との間
にＶｗ＿ｇ１、Ｖｇ＿ｇ１とＶｇ＿ｂ１との間にＶｗ＿ｂ１というように配置されている
。
【００３１】
　そして、各ＷＢ調整用ＴＦＴ１７のゲートが各ＷＢ調整ライン１６にそれぞれ接続され
、各ＷＢ調整用ＴＦＴ１７のドレインが各ＴＦＴ１３のドレイン電極１３ｃ、すなわち画
素電極１４に接続され、各ＷＢ調整用ＴＦＴ１７のソースが保持容量Ｃｓに印加される電
位Ｖｃｓ、すなわち保持電極１５に接続されている。
【００３２】
　次に、上記回路構成において、ノーマリーホワイトの場合において、ホワイトバランス
の調整方法について、図３および図４を参照して説明する。図４は、ホワイトバランス調
整を説明するためのタイミングチャートである。以下では、一画素の作動について説明す
ると共に、一画素の赤（Ｒ）のホワイトバランス調整について説明する。なお、以下では
矩形波の電位Ｖｃｏｍを用いるライン反転の方法によって画像表示する方法を採用する。
【００３３】
　まず、液晶パネル１０の基準電位であるＶｃｏｍがパルス状に印加される。ソースライ
ン１２であるＶｓ＿１、・・・、Ｖｓ＿８００の各ラインには、ソースドライバ４０から
画像に対応した電圧が印加される。
【００３４】
　他方、ゲートドライバ３０からゲートライン１１であるＶｇ＿ｒ１、Ｖｇ＿ｇ１、Ｖｇ
＿ｂ１にタイミングがずれながらパルス状の電圧が印加される。これにより、ＴＦＴ１３
のゲートにパルス電圧が印加され、ソースライン１２であるＶｓ＿１等に印加されていた
電圧がそれぞれ保持容量Ｃｓ、液晶容量Ｃｌｃに充電される。
【００３５】
　この場合、保持電極１５の電位ＶｃｓのＤＣレベルは常に共通基準電位ＶｃｏｍのＤＣ
レベルに対して黒表示となるようなレベルに設定する。具体的には、保持容量Ｃｓに印加
される電位Ｖｃｓは、基準電圧である電位Ｖｃｏｍに対して電位Ｖｏｆｆｓｅｔ分だけバ
イアスが印加された電位となる。この電位Ｖｏｆｆｓｅｔは、黒を表示する電圧に相当し
、本実施形態では例えば電位Ｖｏｆｆｓｅｔが５Ｖ、もしくは－５Ｖのとき、黒が表示さ
れる。また、ＡＣレベルは電位Ｖｃｓ、Ｖｃｏｍが同振幅となるように駆動される。
【００３６】
　そして、上記のようにＴＦＴ１３がオンすると、図４に示されるように、液晶に印加さ
れる電圧はＶｐ－Ｖｃｏｍとなり、当該電圧Ｖｐ－Ｖｃｏｍの電圧の大きさに従って液晶
が傾き、液晶の傾きに応じた透過率で液晶パネル１０を透過した光が画像として表示され
る。
【００３７】
　このように画像表示される液晶パネル１０において、例えば赤（Ｒ）の色を弱めるホワ
イトバランス調整を行うとする。このような調整は、ユーザが例えば図示しない操作パネ
ルを操作することにより行われたり、カラー液晶表示装置を製造した後の検査工程におい
て行われる。
【００３８】
　上記操作によって、赤（Ｒ）の色を弱くされる場合、図４に示されるように、ＷＢ調整
ライン１６である赤（Ｒ）のＶｗ＿ｒ１にパルス状の電圧が入力される。このパルス状の
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電圧のパルス幅が広いほど、赤（Ｒ）を表示する時間を短くして、赤の光量を低下させる
ことを意味する。つまり、上記操作によって、各ＷＢ調整ライン１６に入力されるパルス
状の電圧のパルス幅が調整される。
【００３９】
　このように、Ｖｗ＿ｒ１にパルス状の電圧が入力されると、図３に示されるように、Ｗ
Ｂ調整用ＴＦＴ１７がオンするため、電位Ｖｐが保持電極１５の電位Ｖｃｓと同電位、言
い換えると保持電極１５と画素電極１４とが同電位となる。これによると、Ｖｐ＝Ｖｃｓ
＝Ｖｃｏｍ＋Ｖｏｆｆｓｅｔであり、Ｖｐ－Ｖｃｏｍ＝Ｖｏｆｆｓｅｔが導かれる。した
がって、液晶に印加される電圧はＶｏｆｆｓｅｔ、すなわち黒表示を行う電圧となり、保
持電極１５と画素電極１４とが同電位とされる間であって液晶に電圧Ｖｏｆｆｓｅｔが印
加される間、画像に黒画が表示されることとなる。
【００４０】
　この後、液晶に印加される電圧Ｖｐ－Ｖｃｏｍが反転され、上記と同様に、Ｖｗ＿ｒ１
にＨｉレベルの電圧が印加されるタイミングで電圧Ｖｐ－Ｖｃｏｍが電位Ｖｏｆｆｓｅｔ
（この場合、例えば－５Ｖ）とされ、黒画が表示される。そして、これが繰り返されるこ
ととなる。
【００４１】
　通常、１ラインごとに書き込みが実施され、各ラインはフレーム周波数（例えば６０Ｈ
ｚ）ごとに更新される。したがって、フレーム周波数で更新される前にホワイトバランス
調整ラインをオンにすることによって黒画が挿入され、時分割の効果でホワイトバランス
の調整（ＲＧＢの光量調整）が可能となる。例えば、ＶＧＡタイプのものであれば、１÷
４８０×ＲＧＢ［％］の分解能で調整することが可能となる。
【００４２】
　なお、上記では赤（Ｒ）を暗くするホワイトバランス調整について説明したが、当該赤
（Ｒ）と同様に、他の色を単独でホワイトバランス調整することもできる。また、複数の
色を同時にホワイトバランス調整することもできる。
【００４３】
　以上説明したように、本実施形態では、周知の液晶パネル１０の構成にＷＢ調整用ＴＦ
Ｔ１７、このＷＢ調整用ＴＦＴ１７を駆動するためのＷＢ調整ライン１６を設けたことが
特徴となっている。
【００４４】
　これによると、各ＷＢ調整ライン１６に入力するパルス状の電圧のパルス幅を調整する
ことで、当該調整したパルス幅に応じて表示すべき色の最大明るさをあらかじめ決めるこ
とができ、画像のホワイトバランス調整を行うことができる。このようにして、デジタル
信号処理を行わずに、色の最大明るさを調整することができるため、色の階調とびを発生
させずに色を表示させることができる。
【００４５】
　この場合、一画素を構成する一区画内にＷＢ調整用ＴＦＴ１７を設けるだけであるので
、液晶パネル１０に大きな構造変更をしなくて済む。また、ＷＢ調整用ＴＦＴ１７のオン
によって液晶に電位Ｖｏｆｆｓｅｔの電圧を印加するだけであるので、画像のフレームレ
ートを変更することなく黒い画像を挿入することができる。さらに、ＷＢ調整用ＴＦＴ１
７をオンさせる時間を調整することにより、黒画挿入時間を細かく設定することができる
。
【００４６】
　また、最近動画応答性を改善するために黒画を挿入する技術が多く見受けられるが、本
発明でも同様の効果を得ることができる。
【００４７】
　（第２実施形態）
　本実施形態では、第１実施形態と異なる部分についてのみ説明する。上記第１実施形態
では、ノーマリーブラックの場合において、黒画を表示するために液晶に印加する電位Ｖ
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ｏｆｆｓｅｔが例えば５Ｖの場合について説明したが、本実施形態では、電位Ｖｏｆｆｓ
ｅｔが０Ｖの場合に黒画を表示することが特徴となっている。
【００４８】
　図５は、本実施形態において、ホワイトバランス調整を説明するためのタイミングチャ
ートである。本実施形態では、上記のように、電位Ｖｏｆｆｓｅｔが０Ｖであるので、Ｖ
ｃｓ＝Ｖｃｏｍとなる。そして、図５に示されるように、例えば赤（Ｒ）の色を落とす場
合、ＷＢ調整ライン１６であるＶｗ＿ｒ１にパルス状の電圧を入力する。これにより、第
１実施形態と同様に、ＷＢ調整用ＴＦＴ１７がオンするため、電位Ｖｐが保持容量Ｃｓの
電位Ｖｃｓと同電位となる。これにより、Ｖｐ－Ｖｃｏｍ＝Ｖｏｆｆｓｅｔ＝０Ｖが導か
れ、Ｖｐ－Ｖｃｏｍの電位が０Ｖになって画像に黒画が表示される。
【００４９】
　このように、電圧Ｖｏｆｆｓｅｔの設定によって、電圧Ｖｏｆｆｓｅｔが０Ｖになった
ときに黒の画像を表示することでホワイトバランス調整を行うこともできる。
【００５０】
　（第３実施形態）
　本実施形態では、上記各実施形態と異なる部分についてのみ説明する。第１、第２実施
形態では、ライン反転、すなわち矩形波の電位Ｖｃｏｍを用いる方法について説明したが
、本実施形態では、ドット反転、すなわち一定の電位Ｖｃｏｍを用いる方法を採用してい
ることが特徴となっている。
【００５１】
　図６は、本実施形態において、ホワイトバランス調整を説明するためのタイミングチャ
ートである。この図に示されるように、電位Ｖｃｏｍは一定値になっている。このため、
電位Ｖｃｓは電位Ｖｃｏｍの値だけ持ち上げられた一定値となる。
【００５２】
　本実施形態では、ノーマリーホワイトの場合において、例えば電位Ｖｏｆｆｓｅｔが５
Ｖのときに黒の画像を表示するとする。そして、第１実施形態と同様と同様に、Ｖｐ－Ｖ
ｃｏｍ＝Ｖｏｆｆｓｅｔとなるとき、画像に黒い画像が挿入される。以上のように、電位
Ｖｃｏｍの駆動方法が上記各実施形態と異なっていても、黒画を表示してホワイトバラン
ス調整を行うことができる。
【００５３】
　（第４実施形態）
　本実施形態では、第３実施形態と異なる部分についてのみ説明する。上記第３実施形態
では、ドット反転の方法であって、ノーマリーホワイトの場合において、黒画を表示する
ことについて説明したが、本実施形態では、ノーマリーブラックの場合において、電位Ｖ
ｏｆｆｓｅｔが０Ｖの場合に黒画を表示することが特徴となっている。
【００５４】
　図７は、本実施形態において、ホワイトバランス調整を説明するためのタイミングチャ
ートである。この図に示されるように、ＷＢ調整ライン１６であるＶｗ＿ｒ１にパルス状
の電圧が入力された場合、電位Ｖｏｆｆｓｅｔが０Ｖとなり、黒い画像が表示されること
となる。以上のように、ドット反転であって、ノーマリーブラックの場合においても、黒
画を表示することができる。
【００５５】
　（他の実施形態）
　上記各実施形態では、カラー液晶表示装置は、図１に示される構成となっているが、例
えばドライバやタイミングコントローラに機能を追加したものであっても構わない。
【００５６】
　上記各実施形態では、ＷＢ調整用ＴＦＴ１７の構造は、ＴＦＴ１３と同じ構造になって
いるが、それぞれ異なる構造になっていても構わない。
【図面の簡単な説明】
【００５７】



(9) JP 2009-25452 A 2009.2.5

10

【図１】本発明の第１実施形態に係るカラー液晶表示装置のブロック図である。
【図２】図１に示される液晶パネルの平面図である。
【図３】図２に示される液晶パネルの等価回路図である。
【図４】ホワイトバランス調整を説明するためのタイミングチャートである。
【図５】第２実施形態において、ホワイトバランス調整を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図６】第３実施形態において、ホワイトバランス調整を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図７】第４実施形態において、ホワイトバランス調整を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【符号の説明】
【００５８】
　１０…液晶パネル、１１…ゲートライン、１２…ソースライン、１３…薄膜トランジス
タ、１３ａ…ゲート電極、１３ｂ…ソース電極、１３ｃ…ドレイン電極、１４…画素電極
、１５…保持電極、１６…ホワイトバランス調整ライン、１７…ホワイトバランス調整用
薄膜トランジスタ、５０…ホワイトバランス調整ライン駆動部、Ｃｓ…保持容量。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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